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平成 30 年度新入職員歓迎式理事長訓示（平成 30 年 4 月 2 日） 

 

○皆さん、おはようございます。理事長の児玉です。 

 

○本日、皆さんのような夢と希望に満ちた前途有望な方々を、原子

力機構の新しい仲間としてお迎えすることができたことは、私た

ちにとって大きな喜びです。役職員一同、お祝いを申し上げると

同時に、心より皆さんを歓迎いたします。新入職員歓迎式を始め

るにあたり、皆さんへの期待と、職員として心に銘じていただき

たいことを申し上げます。 

 

○今日、皆さんは、それぞれに喜びと不安の入り混じった気持ちで、

ここにおられることと推察しますが、皆さんが配属される職場に

おいては、計り知れない可能性を秘めた新戦力の到着を、大きな

期待とともに、首を長くして待っています。 

 

○組織が継続して発展するためには、常に新しい人材の投入による

活性化が求められます。特に、原子力機構のような知の創造、科学

技術の探求を必須とする研究開発機関においては、皆さんのよう

な若い力の絶えざる注入が欠かせません。 

 

○原子力機構は、我が国唯一の総合的原子力研究開発機関でありま

す。非常にやりがいのあるテーマ・業務が数多くあると思います。

皆さんの新しい発想、エネルギーにより、これらが飛躍的に進むこ

とを期待しています。 

 

○さて、原子力機構は、独立行政法人の中でも研究開発に特化した、

「国立研究開発法人」に区分されています。この「国立研究開発法

人」の第一目的は、「研究開発成果の最大化」であり、一定の自主

性が認められる代わりに、適切な目標設定及び評価を通して、「適

正、効果的かつ効率的な業務運営の確保」、「課題解決などのアウト

カムの創出」、「国民に対する説明責任」などが求められます。 
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○このような目的に沿って、私たちは研究開発成果を創出すること

はもちろんのこと、国際競争力を強化しながら、種々の政策的課題

を解決し、日本全体の科学技術の水準の向上に貢献しなければな

りません。 

 

○具体的に、現在、原子力機構が取組んでいる重点分野を挙げると、 

 

-東京電力ホールディングス福島第一原子力発電所事故への対応、 

-原子力の安全性向上のための研究開発、 

-核燃料サイクルの研究開発、 

-放射性廃棄物処理・処分技術開発、 

 

です。 

また、これらの共通基盤にもなる、 

 

-基礎・基盤の研究開発、 

 

も欠かせません。原子力機構は、これらに関する課題解決に責務を

負っています。 

 

○そこで、原子力機構の一員となる皆さんに、このような課題解決に

向かっていく上で、２つのことを申し上げたいと思います。 

 

○先ず、一つ目は、社会人として、原子力のプロとして、自覚を持ち、

常に未知の世界にチャレンジしてもらいたいということです。 

 

○原子力の研究開発は、必ずしも全て順風満帆ではありませんが、皆

さんの諸先輩方は、様々な困難に立ち向かい、その問題を一つひと

つ解決しながら、確固たる目標に向かって進んできました。皆さん

も、これから新たなる分野に果敢に挑戦し、困難にも勇気を持って

立ち向かっていただきたいと思います。 

 

○二つ目は、原子力機構のミッションである「原子力の未来を切り拓

き、人類社会の福祉に貢献する」ことを心に刻んで業務に取り組ん
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でいただきたいということです。 

 

○これは、我々が安全確保を大前提として、エネルギーの安定確保並

びに地球環境問題解決への貢献、そして新たな科学技術や産業の

創出を目指した研究開発を行い、その成果を社会へ普及すること

を通じて、人類社会の福祉に貢献することに存在意義があるとい

うことを示したものです。 

 

○そして、その使命を果たすため、全職員が共有すべき信条として、

「高い志 豊かな発想 強い意志」という３つのスローガンを掲

げています。皆さん一人ひとりが、夢や希望を持って今日の日を迎

えたことと思います。この高い志、豊かな発想、強い意志を持って、

事に臨めば、必ずやその夢や希望は達成できるものと確信してい

ます。 

 

○最後になりますが、ご存知のとおり、機構は、昨年６月に大洗研究

開発センター 燃料研究棟での被ばく汚染事故を発生させました。

このことを深く反省し、事故の教訓を活かして、国民の皆様や地域

の皆様から信頼される組織になるよう、気を引き締め業務に取組

んでいるところです。 

 

○皆さんは、原子力機構の新入職員として、内外から大きな期待と注

目を浴びています。このような状況も認識しなから、常に良識ある

行動に心掛けて下さい。その上で、健康に十分注意を払いながら、

皆さんの持てる力を存分に発揮し、職場にフレッシュな風を吹き

込んで下さい。 

 

○それでは、皆さんのこれからのご活躍を心から祈念して、私からの

言葉とさせていただきます。 

 

以 上 


